
 

 

 

2021年度 活動報告書 

 

2021年度埼玉県「児童養護施設退所者等アフターケア事業」を受託し、 

4年目である本年度も、社会的養護を巣立った若者たちに対し 

「就労支援」「住居支援」「自立・生活支援」「居場所事業」「運転免許取得助成」を行ってまいりました。 

昨年度に続きコロナ禍での活動でしたが、 

昨年度からの経験を活かしてさらに様々なチャレンジをし新しい成果もあった一年でした。 

コロナ禍で経済的にも精神的にも様々な影響を受けた社会的養護出身の若者たちに対し 

多大なご支援とご協力くださいました皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

2022年 3 月 31日 

一般社団法人 コンパスナビ 

  埼玉県さいたま市浦和区高砂 2丁目 5番 1号  KOMON 7階 

TEL 048-815-4111    FAX  048-815-4112 

URL  https://compass-navi.or.jp/ 

メール  contact@compass-navi.or.jp 



就労支援についてのご報告 

 

社会的養護（児童養護施設、自立援助ホーム、里親等）を巣立っていく児童、また既に就職したけれど退職して

しまった若者たちへの就労支援を行ってまいりました。 

今年度は、「施設入所中であるが退所が近づいているので住まい付きの仕事を探してほしい」という支援要請が

非常に多くありました。しかしながら、バイトもすぐ辞めてしまったり、金遣いが荒く所持金が全くない、精神

疾患がある、または疑われるなど、困難な状況にある若者が益々多くなっているように感じました。それでも、

手厚く迎えてくださる多くの協力企業様のお陰で、就労が継続できるケースも増えました。ただ折角就職できて

もすぐに辞めてしまうケースもまだまだ多いため、就労前の教育研修、企業研究等さらに踏み込んだ支援の必要

性を感じています。 

 

2021年度就労支援総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況 内訳 人数

今年度コンパスナビを通じて新規就労 15

　　↑うち住居付き 5

今年度退職 5

自力・高校経由で就労、見守り継続中 9

前年度から就労継続中、見守り継続中 5

前年度に就労、今年度に退職 1

就労移行支援事業所（障害者就労訓練）へ引継ぎ 1

他団体へ引継ぎ 1

在学中に企業見学・体験 3

当人に意思がない・働ける状態ではない・非行 5

音信不通・行方不明 3

その他・支援検討（児相・施設側の判断） 9

支援件数 52

支援中断

支援継続中

就労及び退職、見守り中



 

★リクルートスーツ、小物の無料レンタル 

 

昨年に引き続き、リクルートスーツ、靴、鞄など就職活動の際で必要なものを無料レンタルしています。 

スーツを着せると、見違えるように背筋も伸び、就職への意識も高まっているように感じます。 

スーツや小物は「株式会社クラシカルエルフ」様（本社さいたま市）、また「J-coin 基金」からのご提供で、埼

玉県の居場所事業「クローバーハウス」（浦和駅近くの一軒家）に設置しています。 

 

2021年度リクルートスーツ貸出総括 

貸出回数：8回 

 

 

 

 

 

 

 

 

★協力企業採用情報誌「コンパスおしごとナビ」の発行 

 

埼玉県、東京都内を中心とした採用協力企業様を就職情報誌としてまとめ、埼玉県内の児童養護施設、自立援助

ホーム、里親会、児童相談所、社会福祉協議会等に就職情報誌を配布しました。（年 2回改定・発送） 

「社員寮有り」「会社がアパートを借上して用意」「中卒者も正社員採用」「資格取得制度有り」等々・・・ 

社会的養護を巣立つ若者たちを支援してくれる企業様が着々と増えてきました。 

会社見学や仕事体験にもご対応いただき、就職後も手厚いフォローで、就労が長く続く若者が増えてきました。 

 

 

 



住居支援についてのご報告 

 

昨年に引き続き、「社員寮のある就職先を探している」という住居支援の依頼や、親権者同意書の取得が困難な

ケースが多くありました。 

本人に所持金がない場合には就職先の社員寮を選ぶケースが多いですが、早期退職してしまうと住まいと仕事を

同時に失うことになります。今年度より埼玉県では、就労と住居を失った若者が一時的に県営住宅を利用できる

という新たな施策ができ、早速 1名が利用しています。この施策は今後ますます需要が高まることと思われます。 

 

2021年度住居支援総括 

状況 件数 内容 

コンパスナビ手配で契約締結 3件 県営住宅、就労と共に社員寮に入寮した

件も含む 

対応継続中 5件  

他社・自力で契約 7件  

支援中断 8件 心身状態や金銭面で一人暮らし不可等 

対応合計 23件  

 

 

生活支援についてのご報告 

 

社会的養護を巣立った後の様々な生活相談にも対応しています。 

今年度特徴的だった相談は、 

 ・今、お金も住まいもない。 

 ・ネットで詐欺まがいの商品を購入してしまった。 

 ・ネットワークビジネスの話にのってしまい消費者金融からお金を借りてしまった。 

 ・妊娠した。 

相談の内容ごとに、法テラスや行政窓口に同行、連携している専門の支援団体に繋げる等の支援を行いました。 

また、本年度は「公益財団法人ノエビアグリーン財団」様からの助成金で、緊急避難住居としてアパートの１室

を借りることができ、３名が利用しました。 

 

2021年度生活支援総括 

状況 件数 

ひきこもり、病院との連携、妊娠・金銭相談、 

ホームレス状態、生活の定期的見守り、その他 

 

15件 

 

 

←浦和区内の緊急避難用アパート 

 



★生活応援便（食品・日用品）の発送 

 

コロナ禍で職を無くしたり、収入が減ったりなど、生活に苦しんでいる若者が多くいることが分かりました。 

今年度は「若者おうえん基金 2021」からの助成金を利用して、児童養護施設等を退所（退所後、概ね 1～2年）

して生活が大変な方へ食料品や日用品を 41個、郵送することができました。 

 

郵送後は、写真やお礼の連絡をたくさんいただきました。今までコミュニケーション

をとることが難しくやり取りも続かなかった子が、生活応援便を郵送後、お礼のメー

ルを何度も送ってきたり、今までアルバイトしかしてこなかったのに「就労」に対す

る意識が変わり、コンパスナビと就労面談をしたいという連絡が来るなど、良い方向

へと変わっていく様子も見受けられました。 

「あなたを忘れていないよ」というメッセージが届いたのでしょうか。 

 

 

★モバイル Wi-Fi、タブレットの無料貸し出し 

 

コロナ禍ということもあり、学校や職場等で通信機器を使う機会が増えてきました。昨年度に引き続き、就職活

動や学校の授業等で必要とする方々に、モバイルwi-fi、タブレットを貸し出しております。 

 

2021年度モバイル Wi-Fi 貸出総括 

種別 新規 継続 回数 

里親 0 3 3 

自立援助ホーム 0 2 2 

個人 5 1 6 

合計 5 6 11 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



運転免許取得支援についてのご報告 

 

社会に出ていく若者にとって、運転免許を持っていることは大きな強みになります。 

現在では、社会福祉協議会を通じて資格取得のために上限 25万円が貸付可能となっています（2年間の就労継

続で返済不要）。しかし、高校 3 年生の時点で自動車教習所に通えるのは 2～3月というピークシーズンであり、

料金は 30万円以上と高額で、貸付金だけでは不足し大きな自己負担が発生してしまいます。 

そこでコンパスナビは、グループ会社が提携している全国の自動車教習所の「合宿免許」をご案内し、貸付だけ

では不足する料金（1名あたり 5～7万円）を返済不要で助成しています。 

また、児童養護施設等を退所後に、コンパスナビを通じて就職をする際に免許が必要な場合にも免許取得助成を

行っております。 

 

合宿免許では、山形県や福島県など訪れたことがない土地へ一人で行き、約２週間、知らない人達と過ごします。

ほとんどの子は「最初は不安で行きたくなかった」そうです。しかし、合宿免許を卒業して私どもに送ってくれ

た感想文では、「全国の友だちができた」「良い経験だった」と喜びの言葉をいただいています。 

運転免許取得ということのみならず、一人立ちをする前の素晴らしい経験と思い出になったようです。 

（次ページに感想文を掲載しております） 

 

2021年度運転免許取得支援総括 

県名 種別 人数 

埼玉県 児童養護施設 17 

自立援助ホーム 1 

里親 1 

東京都 児童養護施設 2 

母子生活支援施設 2 

千葉県 児童養護施設 1 

合計 24 

 

 

【合宿免許イメージ（写真の人物は社会的養護や助成制度とは関係ありません）】 

 

   

 

 

 



合宿免許参加者 感想文 

 

F.R さん（女性） 



 

  

N.K さん（男性） 



 

 

H.M さん（女性） 



自立支援（インケア）についてのご報告 

 

★自立支援セミナー、施設職員向けセミナー 

自立支援の一環として、児童養護施設や里親会などに出向いての様々なセミナーを行っています。しかし昨年度

に引き続き新型コロナの感染防止の観点から、オンラインセミナーを多く実施しました。 

「第３回若者おうえん基金助成」を活用して、専門の講師にお願いしてのセミナーも多く開催することができ、

ご好評をいただきました。 

 

2021年度自立支援セミナー総括 

セミナー名 回数 集客数 

オンライン会社説明会 1 不明 

自衛隊就職セミナー（児童養護施設へ出張） 1 30 

オンライン お金の管理セミナー(里親・里子向け) 1 3 

オンライン 進学・就職のための説明会(里親向け)  1 19 

オンライン アンガーマネジメント講座 2 14 

オンライン 心を育てる叱り方セミナー 1 8 

オンライン ペップトークセミナー 1 5 

オンライン お金のスタートレーニング 1 10 

オンライン 施設退所者セミナー 3 3 

オンライン レジンアクセサリー作り 1 5 

大宮アルディージャ VENTUS×児童養護施設児童 試合観戦招待 1 25 

 

★仕事体験（1～3 日間）の実施 

就労に結びつけてもすぐに退職してしまう若者が多いことから、興味を持つ企業先で見学や体験を実施しました。 

施設等に入所中の早期から就労体験を行うことで、職業に対する知識を深めたり、適性を体感したりすることが

でき、より良い職業選択に生かすことができると思います。今年度は、「第３回若者おうえん基金助成」を活用

して、美容院、整骨院、ヤギ牧場、介護施設、養蜂場での仕事体験を実施しました。 

 

種別 人数 回数 

児童養護施設 2 4 

自立援助ホーム 1 3 

その他（退所後） 2 4 

合計 5 11 

 

 

 

 

 

 

 



★職業適性検査の実施 

 

高校 3年生になって進学か就職かなど進路に迷う児童が多く、よく考えずに進学や就職をして、すぐに辞めてし

まう児童も少なくありません。そのため、早期から職業適性検査（GATB）を実施し、自分の適性を見極めるこ

とがより良い進路の選択につながるのではないかと思います。 

本事業は「中央ろうきん助成制度“カナエルチカラ”2021」「大和証券グループ未来応援ボンド こども支援団

体サステナブル基金」の助成により、特定非営利活動法人フェアスタートサポート様が実施し、コンパスナビは

埼玉県内の児童養護施設様に対してのご案内、とりまとめを担当しました。 

 

2021年度職業適性検査実施総括 

種別 申込施設数 参加人数 

児童養護施設 4 30 

自立援助ホーム 2 2 

合計 6 32 

 

 

★退所者向けの「アフターケアガイドブック」「お金の使い方」「マナーブック」制作・郵送 

 

最も必要且つ重要であると考えられる今春退所予定の児童に向けてのアクションは、昨年に引き続き、 

以下の冊子（全 3種）を改訂・制作し、埼玉県内の児童養護施設、自立援助ホーム、里親会、児童相談所、社会

福祉協議会等に郵送しました。 

分かりやすくコンパクトサイズで作成したこれらのテキストは、施設職員様等から好評をいただき、追加送付の

ご要望もたくさんいただきました。 

 

                

 

 

 

本年度は新たに「お金の使い方 PJ」の動画を作成しました。 

本テキストと動画を見ながら、さらに分かりやすくお金の管理の仕方が学べます。 



  クローバーハウス（埼玉県 児童養護施設退所者等の居場所事業）ご報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年度 クローバーハウス利用者数       ※2020 年度までの登録者数累計 77 名 

月 来所者数 新規利用登録者数 利用登録者数累計 

４月 53 1 78 

５月 80 4 82 

６月 59 1 83 

７月 62 0 83 

8 月 52 1 84 

9 月 45 2 86 

10 月 92 0 86 

11 月 113 4 90 

12 月 76 6 96 

1 月 71 1 97 

2 月 62 3 100 

3 月 85 1 101 

計 850 24 101 

 

 クローバーハウス利用者の属性 

クローバーハウス来所者に往復交通費を支給しているため、埼玉県外からも多くの利用者が来ています。 

この交通費は株式会社クラシカルエルフ様（本社 さいたま市）から全てご寄付としてご提供いただいています。 

埼玉県より受託した居場所事業「クローバーハウス」をさいたま市

浦和区に開設し、今年度で 3 年目の運営となりました。社会的養護

を巣立った若者たちを孤立させないように、また何でも相談できる

居場所として、利用者の心の拠り所となっています。人数・時間制

限など新型コロナ感染予防対策をとりながらの運営でしたが、来所

者数は昨年度の約 2倍となり、利用登録者は 100名を超えました。 
 

男 

女 
埼玉 

県内 

県外 埼玉 

県内 
県外 



 

クローバーハウス 講座・イベント開催 

講座・イベント名 回数 集客数 

整理収納セミナー 2 8 

ハロウィンイベント 3 21 

カラーサンドアート講座 1 4 

ピコタイム(性教育) （NPO 法人ピッコラーレ） 1 4 

ピッコラーレの恋愛や性の悩み相談 12 68 

自分を知ってみよう座談会 1 9 

ハーバリウム講座 1 9 

カフェ職業体験（就労移行支援 D キャリア訪問） 1 5 

食育イベント「簡単ドリア＆お手軽サラダ作り」 1 2 

食育イベント「サンドイッチづくり＆映えスポット」 1 6 

食育イベント「チョコ作りイベント」 1 1 

クリスマス会 3 12 

ひな祭りリース作り講座 1 5 

Zoom でのオンライン面談 14 60 

 

クローバーハウスは基本的には、のんびりと自由に過ごしてもらう居場所ですが、自立や生活に役立つ様々な講

座や体験会も開催しています。 

今年度は「第３回若者おうえん基金助成」を活用して、外部講師を招いての様々な講座や職業体験を開催するこ

とができました。また日曜日には就労移行支援事業所の講師を相談員として招き、専門的な立場から就労をはじ

めとする様々な相談に対応していただきました。 

来年度はさらに、お金の管理（借金問題）、ネット利用の注意など、深刻な相談が多い内容についてのセミナー

も行い、巻き込まれやすいトラブルに対しての注意喚起を行っていきます。 

職場や趣味の仲間、自分でこれから築く家庭など、クローバーハウスだけでない「本当の居場所・一生の居場所」

をつくれるように、真の自立に向けて少しずつ導いていくのも、私たちの役割だと考えています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

★本年度も、皆様のあたたかいご支援、ありがとうございました。 

 

クローバーハウス開設当時から、さいたま市のアパレル会社「株式会社クラシカルエルフ」様より、季節ごとに

沢山の新品の衣料品をご寄贈いただいています。洋服を皆でワイワイと選んで持ち帰れることも、クローバーハ

ウスに来る楽しみの一つになっています。 

さらには埼玉県内の自立援助ホーム、母子支援施設、若者の就労支援施設、こども食堂等へも、クローバーハウ

スを拠点として、いただいた衣料品をお分けしています。 

 

 

多くの支援企業様、個人の支援者様より、食品や日用品のご寄付もいただきました。金銭的に厳しい若者も多く、

とても喜んで持ち帰っています。 

 

★Zoom でのオンライン対談を行いました 

 

クローバーハウスでは、遠方であったり、都合がつかずに来所できない場合でも近況報告や相談ができるように、

オンライン会議 Zoom を利用しての対談を月に２回程行っており、参加者同士おしゃべりを楽しんでいます。 

2021年は、14回の開催、のべ 60名が参加しました。今後も継続して定期開催していきます。 



 

 

  

児童養護施設等の出身者が取材・撮影・制作に携わりました！ 

困ったときの相談先が調べられるサイト       オープン 

コンパスナビの「なびんち」への取り組みは、NHK、埼玉新聞をはじめ多くのメディアで紹介されました。 

https://navinchi.jp/ 

児童養護施設等を退所後、仕事や住まいを失った

り、貧困、こころの不調、孤独等に悩まされても

誰にも相談できず、１人で抱え込んでいる若者は

少なくありません。今年度「日本財団 2021 年

度助成事業」「休眠預金活用新型コロナウィルス

対応緊急支援助成（ユニバーサル志縁センター）」

の助成金にて、全国各地を取材し、プラットフォ

ームサイト「なびんち」を作成することができま

した。「お金がない」「家賃が払えない」「仕事を

探したい」「孤独でつらい」等々の際の相談先（全

国のアフターケア団体・支援団体、行政窓口等）

を検索することができます。 

相談先として掲載される全国の支援団体へは、コ

ンパスナビ社員と各地元の児童養護施設出身者

たちが訪問し、取材・撮影を行い、また動画編集、

ページ制作にもアルバイトとして携わってもら

いました。 

●アルバイトについて 

本格的な就労にはまだ準備段階にある、全国の支

援団体からの推薦や施設・自立援助ホーム入所中

の若者。 

●アルバイト人数合計：38 名（2021 年 7 月

～2022 年 2 月） 

・取材：30 名 

・ページ制作・情報入力作業：7 名 

・動画編集：1 名 

取材等のアルバイトをする前には、「社会人とし

てのマナーの基礎」を学んでもらうため、全員に

オンラインでの研修を受けてもらいました。 

 

 



本年度も多くのメディアで紹介していただきました。 

 

 

 

 

 

  

 
 

NHK  関東甲信越「おはよう日本」 

 

埼玉新聞 2021年 3月 

「クローバーハウスの紹介」 

朝日新聞 2022年 2月 10日 

「若者の居場所づくりに取り組む」 

毎日新聞 2022年 3月 30日 

「論点 18歳成人の意味は」 

 

2022年 4月 13日 AM7:53～ 

コンパスナビのプラットホーム「なびんち」に

ついて放映されました。 

 

埼玉新聞 2022年 3月 21日 

支援検索サイト「なびんち」の紹介 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ら虐待経験をもち児童養護施設出身者であるブローハン聡（コンパスナビ社員）は、20年度より埼玉県内の

小学校にて先生方を対象に「虐待の実体験と、虐待をいかに早期発見するか等」について講演を行ってきました。

本年度は「教育随想（校長先生向け冊子）」（上記）に掲載していただきました。 

 

2021 年度 小学校を含むその他講演回数：３９回（内オンライン２１回） 

 

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 

埼玉県社会福祉大会において表彰をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私どもコンパスナビでは、下記のようなご支援を求めております。 

このようなご支援を求めております!! 

 

 

令和三年度埼玉県社会福祉大会において、埼玉県の児童福

祉行政の推進に多大な貢献があったと認めていただき、

「社会福祉事業協助者」として埼玉県大野知事から表彰状

をいただきました。 

社会福祉大会とは、埼玉県の社会福祉の発展に功績のあっ

た方々を表彰するとともに、県内の社会福祉関係者が社会

福祉に関する課題の解決に向けた決意を新たにし、福祉活

動の更なる普及と充実を図ることを目的とするものです。 

顕彰に恥じぬよう、社会的養護出身者等の支援事業を磨い

てまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 
 


